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 当社は、２０１３年３月８日（米国東部時間）、米国司法省と、今後裁判所の承認を受ける答

弁合意書を締結いたしました。 

 

１．答弁合意書締結に至る経緯 

 当社は、国際航空貨物利用運送サービスに係わる米国独禁法違反の嫌疑に関して２００８年

１月より調査を受けており、これまで当局の調査に全面的に協力してまいりました。今般、適

用法令、事実関係等を総合的に勘案した結果、米国司法省との間で答弁合意書の締結に応じる

ことが最善の選択と判断いたしました。 

 

２．答弁合意書の骨子 

  ・日本から米国向けの国際航空貨物利用運送サービスに係わる米国独禁法違反の嫌疑に関 

   して有罪答弁を行なうこと 

  ・罰金１５，４２８，２０７米ドル 

   

３．当社の業績に与える影響 

 昨年４月１７日に公表した「米国独占禁止法関連引当金の発生に関するお知らせ」でご案内

のとおり、平成２４年３月期において「独禁法関連引当金繰入額」として１，２６８百万円を

特別損失として計上しており、既に為替手当を行っておりますので現時点で平成２５年３月期

通期業績予想に影響はございません。 

 

４．今後の対応 

 当社は、これまでもコンプライアンス体制の強化・充実に向けて積極的に取り組んでまいり

ましたが、本件を厳粛に受け止め、国内外のすべてのグループ会社でコンプライアンスの徹底

を図り、信頼回復に努めてまいる所存であります。 
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